
菅政権が温暖化ガスの排出量を2050年までに実質ゼロにする新たな政府目標を掲げ、太陽光などの
再生可能エネルギー活用への期待が高まるなか、「VPP」（バーチャル・パワー・プラント）という仕組
みが注目されています。VPPとは、工場や店舗、家庭に設けられた太陽光パネルや自家発電設備、蓄
電池や電気自動車（EV）などの小規模発電設備をIoT技術で一括制御し、「アグリゲーター」と呼ばれる
仲介者が各設備を遠隔操作して電力の需給を調整する仕組みです（図表１）。地域で電力が余りそうな
場合はEVに搭載する蓄電池等へ充電し、不足しそうな場合は蓄電池に貯めた電力を放出するなどし
て、地域内で再生可能エネルギーの「つくる」、「ためる」、「つかう」を共有できるようになり、再生
可能エネルギーの普及を促す役割が期待されています。各設備の個々の発電量は小さいものの集まれ
ば発電所のように機能することから、“仮想発電所”とも呼ばれます。
従来の発電および電力供給は、主に火力発電所で発電した電力を施設や家庭に送電しており、備蓄

が難しく電力不足による突発的な停電リスクがありました。VPPが大規模発電施設の代替として一定
の役割を示すことができれば、①大規模発電施設の電力供給負担の減少、②大規模発電施設への投資
の削減、③非常時の電力リスクの回避といった効果に加え、④電力の地産地消といったメリットも期
待できます（図表２）。
政府は国内の発電量に占める再生可能エネルギーの割合を2030年度までに22～24％にする目標

（2019年度時点で18.0％）を掲げており、再生可能エネルギーの拡大にはVPPの実用化が鍵を握ると
みられています。経済産業省では2016年度より企業のVPPの実証実験に補助金を出しており、ロー
ソンでは店舗に設置した太陽光発電設備と冷蔵庫や空調といった機器を遠隔制御し、店舗エネルギー
利用の最適化に向けた実証を進めるなど、コンビニ、通信など異業種の参入も相次いでいます。
VPPは未来の電力システムとして実用化に向けた期待が高まっていますが、その普及・促進には課

題もあります。それは、蓄電池が１台200万円前後と高額であり、コスト負担により需給調整に不可
欠な設備の導入が進まないことです。しかし今後、技術革新や販売競争が進めば、VPPを実現できる
環境が整っていくと考えられます。電力の供給構造を変えるVPPの普及拡大によって、再生可能エネ
ルギーのさらなる有効活用が期待されます。
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図表１ ＶＰＰの仕組み 図表２ VPPの効果やメリット
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• 発電元が分散化するため大規模発電施設の負担が減り、
電力需要のピーク時であっても電力供給を少なくするこ
とが可能となる。

①大規模発電施設の電力供給負担の減少

• 電力需要のピークに対応できるように大規模発電施設を
備えておく必要がなくなれば、投資コスト抑制や燃料費
削減が見込める。

②大規模発電施設への投資の削減

• 各地の小規模発電設備から電力を集約できるため、自然
災害といった非常時でも安定した電力供給を維持しやす
くなる。

③非常時の電力リスクの回避

• 地方の電力を集約させることで電力の地産地消が可能と
なる。
• 地元企業が電気の小売り事業を行えるようになれば、地
域の活性化にもつながる。

④電力の地産地消
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今回は臨床検査のお話をしたいと思います。
臨床検査は大きく分けて尿、血液（採血も含め）、
組織などを扱う「検体検査」と心電図、超音波
検査、MRIなどを扱う「生体検査」の２分野に
分かれます。医療機関でこのような検査を実施
する技術者が臨床検査技師です。「新型コロナ
ウイルス感染拡大」の中、「PCR検査」「抗原検査」
「抗体検査」という言葉も報道で聞かない日は
ありません。これらの検査も実施する技術者
です。
そこで得られたデータ「検査値」は医師の診断・

治療に大いに役立っています。患者様だけでなく、
皆様の健康状態を把握するための健診業務
（人間ドック）分野でも活躍しています。臨床検査
技師は患者様の病態把握や、病気の早期発見に
向けて正確なデータを取ることが使命です。医療
現場において医師、看護師と比べるとあまり知ら
れていませんが、医療の基礎部分を担っている
重要な職種かと思います。病院で受ける「検査」
も重要ですが、“未病”という病気にかかりそう
な状態をいち早く「健診」でキャッチし、的確な
処置をし、“健康”状態に戻すことも重要では
ないかと思います。
「検査値」について少しお話しましょう。医療

機関で受け取る検査結果個人票をみて皆様は、
「基準値の範囲に入っているのかな？」と気に
されるでしょう。その基準値というのは多くの
健康な人の検査データを基に作られた値で中央
値を含む95％が含まれる範囲のことを基準範囲

と決めています。その範囲に入っていればひと
安心されると思いますが、検査値は食事の影響、
運動、季節、年齢、性別で変動する項目もあり
ますし、また検査機関によっても測定方法が異
なる項目があり若干ですが違いも出てきます。
病院で使われる基準範囲は種々の疾患に関わる
学会が定めています。一方で異なる基準範囲を
用いている医療分野もあります。健診（人間
ドック）分野では「判定及び事後指導区分」が
提唱され、Ａ（異常なし）～D2（要精密検査）まで
の区分として利用し標準化しています。ご存じ
でしたでしょうか？2014年以降、この健診分野
での「健診基準範囲」が新たに設定され、従来
の判断値より緩くなりました。「健康な人」が
増えることになったのです。膨大な健診データ
を解析して決められた基準範囲なのですが、
異常なしとの判定で過信は禁物です。初期の
疾患を見落とす可能性もあるとの見解も示され
ています。毎年基準範囲の見直しも行われている
ため検査値は自己判断せず、必ず専門医の指導
を受けることをお勧めします。日頃からの定期
的な健診による検査データ（健常時）を把握され
ることが重要かと思います。「臨床検査」による
「検査値」は体の状態を教えてくれる値です。
「健康シグナル」が望ましいのですが、時には
疾患初期の「異常シグナル」も発してくれます。
異常をいち早く感知し、疾患の早期発見、また
健康維持に「臨床検査」を役立てていただき
たいと思います。
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臨床検査のススメ
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VPP（バーチャル・パワー・プラント）
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